
株式会社ＴＯＫＡＩホールディングス

平成23年11月8日
（証券コード：3167）

2012年3月期第2四半期

決算概要

当初計画に対して売上高が6億円減少
・ LPガス家庭用単位消費量減少（3.11震災後の節約志向が影響）等によりガス売上減少（△9億円）
・情報通信事業でのブロードバンド顧客の増（FTTH 1万件増）ほか（＋5億円）

当初計画に対して 営業利益が17億円増加
・情報通信事業が好調に推移（+7億円）
・LPガス事業での獲得費用の圧縮（+4億円）、ほか販売管理費削減（+3億円）

前年同期に対して 実質増益
・HD化に伴うコスト増（△6億円）の影響を除外すれば実質増益

’12/3期
2Q当初計画
(’11.5.9発表)

’12/3期
2Q実績

当初計画比 前年同期
(ＴＯＫＡＩ連結)利益率

（％）
利益率
（％）

増減率
（％）

売上高 83,200 － 82,586 － △614 △0.7 80,288

営業利益 490 0.6 2,200 2.7 +1,710 +349.0 2,484

経常利益 △400 － 1,646 2.0 +2,046 － 1,828

四半期純利益 △1,510 － △39 － +1,471 － △353

PointPoint （注） 百万円未満切捨て

（百万円）

1 Ｐ／Ｌ
2012年3月期第2四半期累計 実績



PointPoint

ガス・石油は、LPガスの家庭用単位消費量減少等によるガス売上減少（△9億円）が響く
情報・通信は、ブロードバンド事業の顧客増加による増収（+4億円）に加え、SISも増収（+2億円）
CATVは、アナログ放送終了に伴い顧客数が減少したこと等により減収

建築・不動産は、震災の影響が想定を下回り設備機器・設備工事が増収

（注） 百万円未満切捨て

セグメント別売上高
2012年3月期第2四半期累計 実績

２
’12/3期

2Q当初計画
(’11.5.9発表)

’12/3期
2Q実績

当初計画比 前年同期
(ＴＯＫＡＩ連結)

ガス・石油 44,800 43,620 △1,180 42,717

情報・通信 17,800 18,305 +505 16,897

CATV 12,600 12,108 △492 10,977

建築・不動産 5,800 6,216 +416 6,591

その他 2,200 2,334 +134 3,103

合計 83,200 82,586 △614 80,288

（百万円）

セグメント別営業利益
（百万円）

’12/3期
2Q当初計画
(’11.5.9発表)

’12/3期
2Q実績（※）

当初計画比 前年同期
(ＴＯＫＡＩ連結)

ガス・石油 400 706 +306 345

情報・通信 2,070 2,737 +667 1,984

CATV 1,030 1,033 +3 1,530

建築・不動産 △20 126 +146 221

その他 △590 △328 +262 △394

全社・消去 △2,410 △2,073 +337 △1,204

合計 490 2,200 +1,710 2,484

PointPoint （注） 百万円未満切捨て

３

ガス・石油は、LPガス事業における獲得費用等の営業経費圧縮（+4億円）が奏効して増益
情報・通信は、ブロードバンド（+5億円）、SIS（+1億円）、企業間通信（+1億円）が順調に推移
CATVは、原価低減、設備投資の先送りによる償却費減等で減収をカバー

建築・不動産は、増収に加え販管費圧縮も寄与
その他は、婚礼事業の損失減（+1億円）のほか、訪問サポート立上げ費用削減（+1億円）

2012年3月期第2四半期累計 実績

※ セグメント間の費用配分を前年同期TOKAI連結と合わせた場合



Ｂ／Ｓ
（百万円）

PointPoint

2012年3月期第2四半期末 実績

HD化により、少数株主持分の減少（58億円）に対して株主資本が89億円増加し、純資産が前期
末比28億円増加、自己資本比率、1株当たり純資産も大幅に向上
当初計画に対しても、四半期純損益が15億円改善したことにより、純資産、自己資本比率、

1株当たり純資産が、想定以上に向上
最重要課題である有利子負債の圧縮についてFCF（67億円）等を原資に72億円の削減を果たした
有利子負債の圧縮には、CMSによる手元資金の圧縮等、資産の効率化も寄与

資産合計 193,239 185,770  7,468 196,300

負債合計 171,650 161,352  10,297 173,300

純資産合計 21,589 24,418 +2,829 23,000

有利子負債残高 124,036 116,845  7,190 124,600

自己資本比率 7.7 12.7 +5.0 11.5

1株当たり純資産 210.8 235.5 +24.7 226.3

当初計画
(’11.5.9発表)

’11/3期
4Q末

（ＴＯＫＡＩ連結）

’12/3期
2Q末

前期末比

４

（注） 百万円未満切捨て

ＣＦ （百万円）

PointPoint

2012年3月期第2四半期累計 実績

業績が計画を大きく上回ったことにより、営業CFも当初計画比33億円増加、67億円のFCFを創出
（当初計画比+45億円）
これを原資に最重要課題である有利子負債の削減（72億円）についても、削減額が当初計画を

78億円上回って進捗

営業活動によるCF 8,200 11,493 +3,293 11,653

投資活動によるCF  6,000  4,824 +1,176  6,681

フリーキャッシュフロー 2,200 6,669 +4,469 4,972

財務活動によるCF  4,100  10,283  6,183  10,092

現金・現金同等物
の期末残高

6,200 4,526  1,674 5,380

前年同期

（ＴＯＫＡＩ連結）

’12/3期
2Q当初計画

(’11.5.9発表)

’12/3期
2Q実績

当初計画比

５

（注） 百万円未満切捨て



※3 情報通信計は、FTTH（ISP）とCATV通信（キャリア）の重複を除く

’11/3期
2Q末

（TOKAI連結）

’12/3期
期首

’12/3期
2Q末

前年同期末比 当2Q累計
当初計画

(’11.5.9発表)

ガ
ス

LPガス 626 622 616 △10 △6 622
都市ガス 52 52 52 0 0 52
計 679 674 668 △10 △6 674

セキュリティ 22 21 21 △1 △1 21
アクア 69 71 95 +26 +24 98

情
報
通
信

ブロード
バンド

ADSL 206 185 166 △40 △19 169
FTTH 437 488 543 +106 +55 533
計 644 673 709 +65 +36 702

LTE 0 0 10 +10 +10 0
ダイヤルアップ 11 11 11 0 △1 12

CATV
放送 523 562 547 +24 △15 559
通信 170 178 180 +11 +2 186

モバイル 157 171 180 +22 +9 181
計 1,489 1,577 1,614 +125 +37 1,620

合計 2,258 2,343 2,398 +140 +55 2,413

（千件）

顧客件数の推移
2012年3月期第2四半期末 実績

６

※1 2010年11月㈱ドリームウェーブ静岡の子会社化により放送44千件、通信7千件が加わった

※1

※2  2011年7月に接続対応を開始したLTEを含めている

※1

※2

（注）千件未満四捨五入

※3

７ 2012年3月期通期業績予想について

当社グループは、主要商品であるLPガスの需要が冬季に集中する等、下期に需要

期を迎えます。通期の業績予想につきましては、 LPガス事業におけるCP（サウジア

ラビア国営石油会社であるサウジアラムコ社が決定するLPガス通告価格：Contract 

Price）、気温等、現段階では先行き不透明な要素があるため、修正は行いません。

売上高 185,400百万円

営業利益 8,450百万円

経常利益 6,550百万円

当期純利益 1,620百万円

1株当たり当期純利益 16.23円
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本資料に関するお問い合わせは下記までお願いいたします。

株式会社ＴＯＫＡＩホールディングス 広報・ＩＲ室

〒420-0034 静岡市葵区常磐町2丁目6番地の8
TEL：(054)275-0007
FAX：(054)275-1110

http://tokaiholdings.co.jp
e-mail： hd-info@tokaigroup.co.jp

本資料で記述されている業績予想並びに将来予測は、現時点で入手可能な情報
に基づき当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。
そのため、様々な要因の変化により、実際の業績は記述されている将来見通しとは
大きく異なる結果となる可能性があることをご承知おき下さい。


